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早野健太准教授に聞くインタビュー

子どもの頃から算数や数学は得意な方だったという早野さん。中学 1年のときに初めて数学
者という職業を知り、数学者への道を目指した。しかし、自分に数学者としての資質がある
かどうかわからず、早期に本格的な研究を開始する。そして、博士課程 1年で博士号を取得。
そんな早野さんに、数学と長く楽しく向き合うコツを聞いた。

─数学者になろうと思われたきっかけを聞かせてください。

　中学1年のときに、テレビドラマ『やまとなでしこ』を見て、
初めて数学者という職業があることを知ったのがきっかけで
す。「将来、数学者になろう」と思ったのは高校に進学する頃で、
大学では数学科に入ろうと決めました。とはいえ、高校時代は、
数学ばかり勉強していたわけではなく、水泳部に所属し夏合宿
では1日に1万メートル以上泳ぐなど水泳にも夢中でした。

─数学の中でも、「トポロジー」を選んだのはなぜですか。

　実は、学部1、2年の頃はあまり勉強せず、競技ダンスサー
クルに入って練習に没頭していました。しかし、学部3年の頃
に、「数学の勉強も真面目に取り組まなければまずい……」と
焦りを感じて、サークルをやめ数学の勉強に本腰を入れ始めま
した。ちょうどその頃、学内で少人数の数学セミナーが開催さ
れることになり、参加するようになりました。そこで教授に薦
められたのが、1冊のトポロジーの本でした。勉強してみたら
興味がわき、どんどん惹かれていきました。

興味がある問題を、興味のおもむくままに
考えることが数学を楽しむコツ

─そのまま、大阪大学の大学院に進まれ、ドイツにも行かれ

たと聞きました。

　修士1年から論文を書き始めたのですが、ちょうどその頃に、
自分と同じ問題を扱った論文を公開している先生を発見したの
です。同じ問題にもかかわらず、自分と結果の一部が異なって
いたので、指導教員にその先生に連絡を取っていただき、お目
にかかることになりました。さらに、その先生の論文の共著者
がドイツに呼んでくださり、博士課程在籍中に半年間、ドイツ
のマックス・プランク研究所に行きました。

─博士 1 年のときに日本学術振興会特別研究員に選ばれ、1

年で博士号を取得されるなど、早くから論文の執筆を開始され

ていますね。

　数学者になるリスクは高いので、学部3、4年の頃は、自分
が将来、数学者としてやっていけるかどうか強い不安感を抱い
ていました。周囲の先生方からは、「勉強と研究は、別の能力」
という話をよく聞いていたからです。
　私の場合、数学の勉強は時間さえかければできるという自負
がありましたが、研究に関しては判断ができませんでした。そ
こで、早めに研究に取り組むことで、自分には、数学者として
の資質があるかどうかを見極めることにしたのです。そのため、
学部4年の後半から研究を意識して勉強をするようになりまし
た。そして、修士1年のときには、本格的に研究を開始しました。

─博士課程修了後、北海道大学で教員をされましたね。

　公募で採用していただきました。北海道は食べ物も美味しく、
ウインタースポーツも楽しめる最高の環境でした。しかし、任
期が5年間の期限付きでしたので、期限を待たず2年半で、同
じく公募で2016年に慶應義塾大学に移籍しました。

─学生さんはどのような道に進まれるのですか。

　企業に就職する人や、中学・高校の教員になる人が多いと思
います。とはいえ、私の分野に限っていえば、トポロジーを生
かせる就職先はほぼないと言えるでしょう（笑）。一方で、私
は現在、ゲーム会社の研究職の方と共同研究をしていますが、
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その方が、あるゲームソフトの開発を人工知能（AI）によって
自動化することに取り組んでいて、その課題に、4次元多様体
の研究でも重要な「特異点論」を駆使しています。現在、AIに
よる機械学習や深層学習が幅広い分野で使われていますが、特
異点論が役立つ分野は結構あるように感じています。
　確かに、数学というとキャリアパスが見えづらいかもしれま
せんが、就職に困ることはまったくなく、むしろ「数学に関す
る博士人材が欲しい」という企業も増えてきているように感じ
ます。今やITを導入していない企業は少なく、幅広い業種に
おいて数学科出身者は引く手あまただと思います。

─大学で数学を専攻したいと思っている高校生へのアドバイ

スをお願いします。

　まず、意欲があれば大歓迎です。数学は化学や生物学などと
は異なり、実験装置や薬品などが不要なので費用もほとんどか
からず、いつでも始めることができます。

─数学者としての今後の目標や将来の夢をお聞かせください。

　現在、この3～ 4年ほど取り組んでいる解けない問題をいく
つか抱えています。もちろん、それが解ければうれしいのです

さらに詳しい内容は
https://www.st.keio.ac.jp/education/kyurizukai/
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が、基本的には毎日楽しく研究できたら、それで十分幸せかな
と思っています。興味がある問題を興味のおもむくままに考え
ることが数学を楽しむコツです。したがって、「将来、この難
問をこの手で解決してやるぞ！」といった野望などはありませ
ん（笑）。これからも楽しむことを第一に、数学と向き合って
いきたいと思っています。

◎ちょっと一言◎

学生さんから：

● 学部3年のときに、内容を丁寧にわかりやすく解説してくだ
さる早野先生の講義を聞いて、トポロジーの面白さを知りまし
た。早野研究室を選んだのも、もっとトポロジーを深く勉強し
たいと思ったからです。実際、先生は研究室でも懇切丁寧に指
導してくださるので、1歩1歩着実に知識を積み重ねていると
感じています（修士1年生）。
� （取材・構成　山田久美）

早野健太
Kenta Hayano

専門は「トポロジー」の中の低次元
トポロジーで、主に「4次元多様体」
と「特異点論」を研究。2013 年、大
阪大学大学院理学研究科数学専攻博
士課程修了、博士（理学）。北海道大
学の助教を経て、2016 年 4 月より慶
應義塾大学理工学部数理科学科専任
講師。2020年 4月より准教授（現職）。

中学生のときに見た
テレビドラマで、
数学者という職業を知り、
その夢をかなえました。


